
地域課題

実証事業の内容

今後の展開

事業実施区域

事業体制

事業実施主体

【共創プラットフォーム】
観光地における二次交通の利便性向上及び三次交通の構築・高
付加価値化推進
【実施主体】有限会社三五十屋
【共創パートナー】茅野バス観光株式会社（交通）

茅野商工会議所(商業)
NTPトヨタ信州株式会社（交通） 他

• シェア型マイクロモビリティサービスを提供（車体は
電動アシスト自転車と小型二人乗りEVの二種類を想
定）。観光名所自動音声案内（多言語対応）を実装す
ることでMaaSを推進し、インバウンド観光客の誘致に
備える。

年間の収益モデルを想定し、本事業終了後も持続可能な
取り組みとする。

• 車を持たない観光客やインバウンド観光客の自由な移動を
支える二次交通、その先の観光エリアを周遊する三次交通
の整備。

全国観光交通活性化事業（長野県茅野市）

まちづくり・観光×交通

長野県茅野市蓼科


